
平
成
三
十
年
十
一
月
十
六
日
受
領

答

弁

第

三

二

号

内
閣
衆
質
一
九
七
第
三
二
号

平
成
三
十
年
十
一
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
難
病
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
難
病
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
助
成
を
受
け
ら
れ
る
者
と
受
け
ら
れ
な
い
者
と
に
差
別
さ
れ
、
軽
症
者
の
症
状
悪
化
へ
の
不
安
は
以
前
よ
り

大
き
く
な
っ
て
い
る
」
及
び
「
重
症
度
分
類
を
含
め
た
対
象
患
者
の
認
定
の
仕
組
み
」
の
「
見
直
し
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
。
以
下
「
社
会
保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
十
項

の
規
定
に
基
づ
く
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
。

以
下
「
難
病
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
医
療
に
つ
い
て
は
、
難
病
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
指
定
難
病
の
患
者
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
難
病
の
患
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
病
状
の
程
度
又
は
治
療
状
況
そ

の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
て
支
給
認
定
（
同
項
に
規
定
す
る
支
給
認
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
も
の
と
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
う
し
た
支
給
認
定
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
第
四
条
第
十
項
に
規
定
す
る
「
難

病
」
に
係
る
「
公
平
か
つ
安
定
的
な
医
療
費
助
成
の
制
度
」
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
「
軽

症
者
が
難
病
対
策
の
ス
キ
ー
ム
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
で
・
・
・
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
の
御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
医
療

一



費
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
指
定
難
病
の
患
者
を
含
む
指
定
難
病
患
者
デ
ー
タ
に
係
る
指
定
難
病
患
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
難

病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百

七
十
五
号
）
第
二
の
（
二
）
の
イ
に
規
定
す
る
指
定
難
病
患
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
い
う
。
）
の
充
実
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
対
応
が
可
能
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
認
定
率
の
差
」
が
平
成
三
十
年
十
月
十
八
日
の
厚
生
科
学
審
議
会
疾
病
対
策
部
会
難
病
対
策
委
員
会
に
提
出

さ
れ
た
資
料
「
経
過
措
置
終
了
後
の
特
定
医
療
費
の
支
給
認
定
の
状
況
（
都
道
府
県
別
）
」
（
以
下
「
提
出
資
料
」
と
い

う
。
）
の
「
引
き
続
き
認
定
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
都
道
府
県
の
割
合
（
以
下
「
「
引
き
続
き
認
定
」
さ
れ
た
「
経

過
措
置
適
用
者
」
の
割
合
」
と
い
う
。
）
の
差
を
指
す
と
す
れ
ば
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
経
過
措
置
適
用
者
数
（
提
出
資

料
中
「
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
時
点
経
過
措
置
適
用
者
数
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
数
値
を
い
う
。
）
に
対
す

る
そ
の
病
状
の
程
度
が
支
給
認
定
を
行
う
べ
き
程
度
で
あ
る
「
経
過
措
置
適
用
者
」
の
数
の
割
合
が
必
ず
し
も
同
一
に
な
る

と
は
限
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
都
道
府
県
間
で
「
引
き
続
き
認
定
」
さ
れ
た
「
経
過
措
置
適
用
者
」
の
割
合

に
一
定
程
度
の
差
が
生
じ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二



三
に
つ
い
て

難
病
法
第
五
条
第
一
項
の
特
定
医
療
費
の
支
給
を
含
む
公
費
負
担
医
療
（
療
養
の
給
付
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費

用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
費
負
担
医
療
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
申
請
を
行
う
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
医
師
の
診
断
書
等
の
取
得
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
は
、
申
請
者
が
公
費
負
担
医
療
を
受
け
る
た
め
の
手
続
に
お
い
て
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
、
申
請
者
に
お
い
て

負
担
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三


